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令和７年度 インフラＤＸ大賞 優秀賞受賞！ 

「人工衛星画像を用いた漏水リスク評価」 
 

 上下水道局が取組む「人工衛星画像を用いた漏水リスク評価」が、令和７年度インフラ  

ＤＸ大賞の地方公共団体等の取組部門において優秀賞を受賞しました。 

 令和８年１月１３日（火）に国土交通省にて授与式が催されます。 

 

記 
 

１． インフラＤＸ大賞について 

国土交通省において、建設現場の生産性向上に関するベストプラクティスの横展開

に向けて、平成 29 年度に「i-Construction大賞」として創設。令和４年度から「イ

ンフラDX大賞」と改称され、インフラの利用・サービスの向上といった建設業界以外

の取組へも募集対象を拡大している。 

【評価の観点】有効性、先進性、波及性 
 

２．全体の受賞概要 

  ３部門 全３３団体 

【内訳】  

工事・業務部門 ：大臣賞1、優秀賞13  

地方公共団体等の取組部門：大臣賞2、優秀賞5  

i-Construction・ｲﾝﾌﾗDX推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ会員の取組部門：大臣賞1、優秀賞9、奨励賞2  

 

３．授与式 

  日時：令和８年１月１３日（火）１４時～ 

  場所：中央合同庁舎３号館10階大会議室（東京都千代田区霞が関2－1－3） 

 

  

４．人工衛星画像を用いた漏水リスク評価について 

   実施年度：３カ年（令和5～7年度（実施中））  

効  果：有収率向上（令和5年度 88.9％、令和6年度 89.7％（0.8ポイントUP））  

評価観点：  

＜有効性＞漏水リスクの可視化により、効果的な漏水調査や管路更新計画へ反映  

＜先進性＞当該技術による漏水リスク評価は、本市が全国初で業務委託し実施  

＜波及性＞人の経験知をＡＩに求める時代に有効な手段  

近隣事業体への情報共有、視察受入等によりデジタル技術の波及に貢献  

広域で鮮明な画像取得により、多様なインフラメンテナンスに共有可能 

 

 

 

担当：経営企画課 

   課長 岡部 係長 渥美 

   電話024-535-1127（直通） 



令和７年度 インフラＤＸ大賞 優秀賞受賞！
「人工衛星画像を用いた漏水リスク評価」

インフラＤＸ大賞について
国土交通省において、建設現場の生産性向上に関するベストプラクティスの横展開に向けて、

平成29年度に「i-Construction大賞」として創設。令和４年度から「インフラＤＸ大賞」と改称
され、インフラの利用・サービスの向上といった建設業界以外の取組へ対象が拡大となっている。

【評価の観点】有効性、先進性、波及性

全体の受賞概要

３部門 全３３団体
工事・業務部門 ： 国土交通大臣賞１、優秀賞１３
地方公共団体等の取組部門： 国土交通大臣賞２、優秀賞５
i-Construction・ｲﾝﾌﾗDX推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ会員の取組部門：国土交通大臣賞１、優秀賞９、奨励賞２

授与式

日 時：令和８年１月１３日（火）１４時～

場 所：中央合同庁舎３号館１０階大会議室（東京都千代田区霞が関２－１－３）
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【取組概要】

本市は従来より漏水の対症療法として漏水調査、予防対策として老朽管更新を行っているが、効率性向上を図るため、これまで

にない人工衛星画像を用いた技術に着目し、維持管理の観点から給水区域内全ての管路(導水・送水・配水・給水)を対象とした漏

水リスクの把握を目的に導入。

３ヶ年での取組みにおいて、現地漏水実績をAI学習に

フィードバックし、精度向上を図りながら調査範囲のス

クリーニングによる費用対効果の向上を図る。

また、老朽管更新計画策定のファクターとしても活用し、

経年に単純化しない更新計画立案に繋げる。

今後、人口減少に伴い人材不足が深刻化し、水道の経験

知や暗黙知などをAIに求める時代に移行いていくものと考

えており、積極的に最新技術を活用しながら事業を進める。

推 薦 整 備 局 等 東北地方整備局

地 方 公 共 団 体 名 福島県

業 者 名 福島市上下水道局

人工衛星画像を用いた漏水リスク評価

「人工衛星画像を用いた漏水リスク評価」応募資料
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【リスク評価イメージ図】



【R6年度リスク評価結果】 【R6年度地表面温度(高温リスク)】
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⚫ 人工衛星画像(4種類)の新たな視点に加え、オープンデータ(13種類)・水道管路データ(過去20年間の漏水履歴を
含む6種類)を使用し、ＡＩ解析により水道管路の脆弱箇所を可視化（100m四方メッシュで5段階評価）

⚫ 当該技術を使用した漏水リスク評価は本委託が全国初。

⚫ 評価結果を漏水調査業務へ反映したことにより、戸別音聴調査の発見割合が向上(R5:0.１％→R6:0.5％) が図ら
れ、有収率の向上(R5:88.9％→R6:89.7％)を実現。

⚫ 近隣事業体への情報共有を図っており、今後の共同委託によるスケールメリットやデジタル技術の波及性に期待。



令和７年度 インフラＤＸ大賞 優秀賞受賞！
「人工衛星画像を用いた漏水リスク評価」概要

業務委託概要

委 託 名 ：人工衛星画像を用いた漏水リスク評価業務委託

委託期間 ：令和５～７年度（３ヶ年）
受 注 者 ：株式会社 天地人

業務範囲 ：給水区域全域，全管路(約4,800㎞)

これまでにない視点でのリスク評価

人工衛星やAIによる新たな視点

・総合的な解析により、脆弱箇所の可視化

・地表面温度によるストレス〈赤外線画像〉→高温の場所は中リスク評価

・地表面変動によるストレス〈SAR画像〉→３㎝以内影響は少ないと評価※

 ※安定した地盤であると推測

〇地表面変動〇地表面温度

衛星画像
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AIによる漏水リスク評価

メッシュ数

漏水
リスク

１回目 ２回目 ３回目

リスク５ １６７ ９０ ６９

リスク４ １，６７９ １，４３８ １，３５１

リスク３ ３，３４４ ２，２２３ ２，３３１

リスク２ ５，２２８ ３，６７７ ３，８１１

リスク１ ４，３５５ ７，３４５ ７，２１１

合計 １４，７７３ １４，７７３ １４，７７３

メッシュ数
R5(3回目)
との変化率漏水

リスク

リスクE ３３６ ３８６％

リスクD ４６０ －５４％

リスクC ５５５ －５５％

リスクB 1,101 －４６％

リスクA 12,411 ４９％

合計 １４，８６３

〇R５結果 〇R６結果

リス
ク

漏水確率の目安 推奨される行動

E 直近2年間で漏水する確率が２０％以上 漏水調査を強く推奨

D 直近2年間で漏水する確率が５％以上
漏水調査をすることが
望ましい

C 直近2年間で漏水する確率が５％以下
保全的な観点で
調査すると良い

B 漏水する確率が低い 漏水調査は必要ない

A 漏水する確率が極めて低い 漏水調査は必要ない
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R５  ：人工衛星画像、水道管路データ、地質データ等を組合せ、AIによる漏水リスク評価を３回

（夏・秋・冬）実施

R６   ：R６の漏水実績をAIにフィードバックしたことで、R5結果よりも高リスク箇所の絞り込み

に成功

R７   ：R６の漏水リスク評価結果を反映して漏水調査を実施中

R７の漏水実績をAIにフィードバックし、更なる漏水リスク評価の精度向上に取組中

R８～： R７の漏水リスク評価結果を漏水調査範囲のスクリーニング、及び老朽管更新事業の

優先順位へ反映

経過及び今後の展開
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